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APIを使用してワークロードを管理する

ここで説明するAPIは、ストレージ ワークロードの表示、LUNとファイル共有の作成、
パフォーマンス サービス レベルとストレージ効率化ポリシーの管理、ストレージ ワー
クロードに対するポリシーの割り当てなど、ストレージ管理のさまざまな機能に対応し
ています。

API を使用してストレージ ワークロードを表示する

ここに記載されているAPIを使用すると、データセンター内のすべてのONTAPクラスタ
のストレージ ワークロードをまとめて表示できます。API は、Active IQ Unified

Manager環境でプロビジョニングされたストレージ ワークロードの数と、それらの容量
およびパフォーマンス (IOPS) 統計の概要ビューも提供します。

ストレージ ワークロードの表示

データセンター内の全クラスタの全ストレージ ワークロードを表示するには、次のメソッドを使用します。
特定の列に基づいて応答をフィルタリングする方法については、Unified Manager インスタンスで使用可能な
API リファレンス ドキュメントを参照してください。

カテゴリ HTTP動詞 パス

storage-provider GET /storage-

provider/workloads

ストレージ ワークロードの概要の表示

使用済み容量、使用可能容量、使用済みIOPS、使用可能IOPS、各パフォーマンス サービス レベルで管理さ
れているストレージ ワークロードの数を評価するには、次のメソッドを使用します。任意のLUN、NFSファ
イル共有、またはCIFS共有のストレージ ワークロードを表示できます。API は、ストレージ ワークロードの
概要、Unified Manager によってプロビジョニングされたストレージ ワークロードの概要、データ センター
の概要、割り当てられたパフォーマンス サービス レベルの観点からのデータ センターの合計、使用済み、使
用可能なスペースと IOPS の概要を提供します。この API への応答として受信された情報は、Unified

Manager UI のダッシュボードに入力するために使用されます。

カテゴリ HTTP動詞 パス

storage-provider GET /storage-

provider/workloads-summary

API を使用してアクセス エンドポイントを管理する

Storage Virtual Machine（SVM）、LUN、およびファイル共有のプロビジョニングに必
要な、アクセス エンドポイントまたは論理インターフェイス（LIF）を作成する必要が
あります。Active IQ Unified Manager環境内の SVM、LUN、またはファイル共有のアク
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セス エンドポイントを表示、作成、変更、および削除できます。

アクセス エンドポイントの表示

次の方法を使用して、Unified Manager 環境内のアクセス エンドポイントのリストを表示できます。特定
のSVM、LUN、またはファイル共有のアクセス エンドポイントのリストを照会するには、SVM、LUN、また
はファイル共有の一意の識別子を入力する必要があります。一意のアクセス エンドポイント キーを入力し
て、特定のアクセス エンドポイントの詳細を取得することもできます。

カテゴリ HTTP動詞 パス

storage-provider GET /storage-provider/access-

endpoints

/storage-provider/access-

endpoints/{key}

アクセス エンドポイントの追加

カスタムのアクセス エンドポイントを作成して、必要なプロパティを割り当てることができます。作成する
アクセス エンドポイントの詳細を、入力パラメータとして指定する必要があります。この API、System

Manager、またはONTAP CLI を使用して、各ノードにアクセス エンドポイントを作成できます。アクセス エ
ンドポイントの作成では、IPv4アドレスとIPv6アドレスの両方がサポートされます。

LUNとファイル共有をプロビジョニングするためには、SVMにノードあたりの最小アクセス エ
ンドポイント数を設定する必要があります。SVMには、ノードごとに少なくとも2つのアクセ
ス エンドポイントを設定する必要があります。1つはCIFSプロトコルおよび/またはNFSプロト
コルをサポートし、もう1つはiSCSIプロトコルまたはFCPプロトコルをサポートします。

カテゴリ HTTP動詞 パス

storage-provider POST /storage-provider/access-

endpoints

アクセス エンドポイントの削除

特定のアクセス エンドポイントを削除するには、次のメソッドを使用します。特定のアクセス エンドポイン
トを削除するには、入力パラメータとしてアクセス エンドポイント キーを指定する必要があります。

カテゴリ HTTP動詞 パス

storage-provider DELETE /storage-provider/access-

endpoints/{key}

アクセス エンドポイントの変更

アクセス エンドポイントを変更し、そのプロパティを更新するには、次のメソッドを使用します。特定のア
クセス エンドポイントを変更するには、アクセス エンドポイント キーを指定する必要があります。また、更
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新するプロパティとその値を入力する必要があります。

カテゴリ HTTP動詞 パス

storage-provider PATCH /storage-provider/access-

endpoints/{key}

API を使用して Active Directory マッピングを管理する

ここに記載されたAPIを使用して、SVM上のCIFS共有のプロビジョニングに必要なSVM

のActive Directoryマッピングを管理できます。ONTAPでSVMをマッピングするに
は、Active Directoryマッピングを設定する必要があります。

Active Directoryマッピングの表示

SVMのActive Directoryマッピングの設定の詳細を表示するには、次のメソッドを使用します。SVMのActive

Directoryマッピングを表示するには、SVMキーを入力する必要があります。特定のマッピングの詳細を照会
するには、マッピング キーを入力する必要があります。

カテゴリ HTTP動詞 パス

storage-provider GET /storage-provider/active-

directories-mappings

/storage-provider/active-

directories-mappings/{key}

Active Directoryマッピングの追加

SVMにActive Directoryマッピングを作成するには、次のメソッドを使用します。マッピングの詳細を入力パ
ラメータとして指定する必要があります。

カテゴリ HTTP動詞 パス

storage-provider POST /storage-provider/active-

directories-mappings

APIを使用してファイル共有を管理する

使用することができます `/storage-provider/file-shares`データ センター環境内の CIFS お
よび NFS ファイル共有ボリュームを表示、追加、変更、削除するための API。

ファイル共有ボリュームをプロビジョニングする前に、SVMが作成済みで、サポートされるプロトコルでプ
ロビジョニングされていることを確認してください。プロビジョニング時にパフォーマンス サービス レベル
（PSL）またはストレージ効率化ポリシー（SEP）を割り当てる場合は、ファイル共有を作成する前にPSLま
たはSEPを作成する必要があります。
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ファイル共有の表示

Unified Manager環境で使用可能なファイル共有ボリュームを表示するには、次のメソッドを使用しま
す。Active IQ Unified ManagerにONTAPクラスタをデータソースとして追加すると、それらのクラスタのスト
レージ ワークロードが Unified Manager インスタンスに自動的に追加されます。このAPIは、Unified

Managerインスタンスに自動および手動で追加されたファイル共有を取得します。特定のファイル共有の詳細
を表示するには、ファイル共有キーを指定してこのAPIを実行します。

カテゴリ HTTP動詞 パス

storage-provider GET /storage-provider/file-

shares

/storage-provider/file-

shares/{key}

ファイル共有の追加

SVMにCIFSおよびNFSファイル共有を追加するには、次のメソッドを使用します。作成するファイル共有の
詳細を入力パラメータとして指定する必要があります。このAPIを使用してFlexGroupボリュームを追加する
ことはできません。

カテゴリ HTTP動詞 パス

storage-provider POST /storage-provider/file-

shares

アクセス制御リスト（ACL）パラメータまたはエクスポート ポリシー パラメータのどちらを指
定するかに応じて、CIFS共有またはNFSファイル共有が作成されます。ACLパラメータの値を
指定しない場合、CIFS共有は作成されず、デフォルトでNFS共有が作成され、すべてのアクセ
スが提供されます。

データ保護ボリュームの作成: SVMにファイル共有を追加すると、マウントされるボリュームのタイプはデフ

ォルトで rw(読み書き可能)。データ保護（DP）ボリュームを作成するには、 `dp`の値として `type`パラメー
タ。

ファイル共有の削除

特定のファイル共有を削除するには、次のメソッドを使用します。特定のファイル共有を削除するには、入力
パラメータとしてファイル共有キーを指定する必要があります。

カテゴリ HTTP動詞 パス

storage-provider DELETE /storage-provider/file-

shares/{key}
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ファイル共有の変更

ファイル共有を変更し、そのプロパティを更新するには、次のメソッドを使用します。

特定のファイル共有を変更するには、ファイル共有キーを指定する必要があります。また、更新するプロパテ
ィとその値を入力する必要があります。

このAPIの1回の呼び出しで更新できるプロパティは1つだけです。複数更新する場合は、こ
のAPIを繰り返し実行する必要があります。

カテゴリ HTTP動詞 パス

storage-provider PATCH /storage-provider/file-

shares/{key}

APIを使用してLUNを管理する

使用することができます `/storage-provider/luns`データ センター環境内の LUN を表示、
追加、変更、削除するための API。

LUNをプロビジョニングする前に、SVMが作成され、サポートされるプロトコルでプロビジョニングされて
いることを確認してください。プロビジョニング時にパフォーマンス サービス レベル（PSL）またはストレ
ージ効率化ポリシー（SEP）を割り当てる場合は、LUNを作成する前にPSLまたはSEPを作成する必要があり
ます。

LUNの表示

Unified Manager環境のLUNを表示するには、次のメソッドを使用します。Active IQ Unified Manager

にONTAPクラスタをデータソースとして追加すると、それらのクラスタのストレージ ワークロードが Unified

Manager インスタンスに自動的に追加されます。このAPIは、Unified Managerインスタンスに自動および手
動で追加されたすべてのLUNを取得します。特定のLUNの詳細を表示するには、LUNキーを指定してこのAPI

を実行します。

カテゴリ HTTP動詞 パス

storage-provider GET /storage-provider/luns

/storage-

provider/luns/{key}

LUNを追加する

SVMにLUNを追加するには、次のメソッドを使用します。

カテゴリ HTTP動詞 パス

storage-provider POST /storage-provider/luns
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cURL要求で、入力にオプションのパラメータvolume_name_tagの値を指定すると、LUNの作
成でボリュームの名前を指定する際にその値が使用されます。このタグにより、ボリュームを
簡単に検索できるようになります。要求にボリューム キーを指定した場合、このタギングは省
略されます。

LUNを削除する

特定のLUNを削除するには、次のメソッドを使用します。特定のLUNを削除するには、LUNキーを指定する必
要があります。

ONTAPでボリュームを作成し、そのボリューム上で Unified Manager を通じて LUN をプロビ
ジョニングした場合、この API を使用してすべての LUN を削除すると、そのボリューム
もONTAPクラスタから削除されます。

カテゴリ HTTP動詞 パス

storage-provider DELETE /storage-

provider/luns/{key}

LUNの変更

LUNを変更してそのプロパティを更新するには、次のメソッドを使用します。特定のLUNを変更するに
は、LUNキーを指定する必要があります。また、更新するLUNプロパティとその値を入力する必要がありま
す。この API を使用して LUN アレイを更新する場合は、「API の使用に関する推奨事項」の推奨事項を確認
する必要があります。

このAPIの1回の呼び出しで更新できるプロパティは1つだけです。複数更新する場合は、こ
のAPIを繰り返し実行する必要があります。

カテゴリ HTTP動詞 パス

storage-provider PATCH /storage-

provider/luns/{key}

APIを使用してパフォーマンス サービス レベルを管理する

Active IQ Unified Managerのストレージ プロバイダ API を使用して、パフォーマンス サ
ービス レベルを表示、作成、変更、および削除できます。

パフォーマンス サービス レベルの表示

ストレージ ワークロードに割り当てる際にパフォーマンス サービス レベルを表示するには、次のメソッドを
使用します。このAPIは、システム定義およびユーザ作成のパフォーマンス サービス レベルをすべて表示
し、すべてのパフォーマンス サービス レベルの属性を取得します。特定のパフォーマンス サービス レベル
を照会する場合は、パフォーマンス サービス レベルの一意のIDを入力して詳細を取得する必要があります。
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カテゴリ HTTP動詞 パス

storage-provider GET /storage-

provider/performance-

service-levels

/storage-

provider/performance-

service-levels/{key}

パフォーマンス サービス レベルの追加

システム定義のパフォーマンス サービス レベルが、ストレージ ワークロードに必要なサービス レベル目標
（SLO）を満たしていない場合は、次のメソッドでカスタム パフォーマンス サービス レベルを作成し、スト
レージ ワークロードに割り当てることができます。作成するパフォーマンス サービス レベルの詳細を入力し
ます。IOPSプロパティには、有効な値の範囲を入力してください。

カテゴリ HTTP動詞 パス

storage-provider POST /storage-

provider/performance-

service-levels

パフォーマンス サービス レベルの削除

特定のパフォーマンス サービス レベルを削除するには、次のメソッドを使用します。ワークロードに割り当
てられている場合、または他に使用可能なパフォーマンス サービス レベルがない場合、そのパフォーマンス
サービス レベルは削除できません。特定のパフォーマンス サービス レベルを削除するには、パフォーマンス
サービス レベルの一意のIDを入力パラメータとして指定する必要があります。

カテゴリ HTTP動詞 パス

storage-provider DELETE /storage-

provider/performance-

service-levels/{key}

パフォーマンス サービス レベルの変更

パフォーマンス サービス レベルを変更し、そのプロパティを更新するには、次のメソッドを使用します。シ
ステム定義のパフォーマンス サービス レベル、またはワークロードに割り当てられているパフォーマンス サ
ービス レベルは変更できません。特定のパフォーマンス サービス レベルを変更するには、その一意のIDを指
定する必要があります。また、更新するIOPSプロパティと有効な値も入力する必要があります。

カテゴリ HTTP動詞 パス

storage-provider PATCH /storage-

provider/performance-

service-levels/{key}
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パフォーマンス サービス レベルに基づいて集計機能を表示する

パフォーマンス サービス レベルに基づいてアグリゲート機能を照会するには、次のメソッドを使用します。
このAPIは、データセンターで使用できるアグリゲートのリストを返し、それらのアグリゲートでサポートで
きるパフォーマンス サービス レベルに関する機能を示します。ボリュームでワークロードをプロビジョニン
グする際に、特定のパフォーマンス サービス レベルをサポートするアグリゲートの機能を表示し、その機能
に基づいてワークロードをプロビジョニングできます。アグリゲートを指定できるのは、APIを使用してワー
クロードをプロビジョニングする場合のみです。この機能は、Unified Manager Web UI では使用できませ
ん。

カテゴリ HTTP動詞 パス

storage-provider GET /storage-

provider/aggregate-

capabilities

/storage-

provider/aggregate-

capabilities/{key}

APIを使用してストレージ効率ポリシーを管理する

ストレージ プロバイダAPIを使用して、ストレージ効率化ポリシーを表示、作成、変
更、および削除できます。

次の点に注意してください。

• Unified Manager でワークロードを作成するときに、ストレージ効率ポリシーを割り当てる
ことは必須ではありません。

• ポリシーが割り当てられたあとで、ワークロードからストレージ効率化ポリシーの割り当
てを解除することはできません。

• ワークロードに重複排除や圧縮などのONTAPボリュームで指定されたストレージ設定があ
る場合、それらの設定は、Unified Manager でストレージ ワークロードを追加するときに適
用するストレージ効率ポリシーで指定された設定によって上書きされる可能性がありま
す。

ストレージ効率化ポリシーの表示

ストレージ ワークロードに割り当てる前にストレージ効率化ポリシーを表示するには、次のメソッドを使用
します。このAPIは、システム定義およびユーザ作成のすべてのストレージ効率化ポリシーを表示し、すべて
のストレージ効率化ポリシーの属性を取得します。特定のストレージ効率化ポリシーを照会するには、ポリシ
ーの一意のIDを入力して詳細を取得する必要があります。
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カテゴリ HTTP動詞 パス

storage-provider GET /storage-provider/storage-

efficiency-policies

/storage-provider/storage-

efficiency-policies/{key}

ストレージ効率化ポリシーの追加

システム定義のポリシーがストレージ ワークロードのプロビジョニング要件を満たしていない場合は、次の
メソッドでカスタムのストレージ効率化ポリシーを作成し、ストレージ ワークロードに割り当てることがで
きます。作成するストレージ効率化ポリシーの詳細を入力パラメータとして指定します。

カテゴリ HTTP動詞 パス

storage-provider POST /storage-provider/storage-

efficiency-policies

ストレージ効率化ポリシーの削除

特定のストレージ効率化ポリシーを削除するには、次のメソッドを使用します。ワークロードに割り当てられ
ている場合、または他に使用可能なストレージ効率化ポリシーがない場合、そのストレージ効率化ポリシーは
削除できません。特定のストレージ効率化ポリシーを削除するには、ストレージ効率化ポリシーの一意のIDを
入力パラメータとして指定する必要があります。

カテゴリ HTTP動詞 パス

storage-provider DELETE /storage-provider/storage-

efficiency-policies/{key}

ストレージ効率化ポリシーの変更

ストレージ効率化ポリシーを変更し、そのプロパティを更新するには、次のメソッドを使用します。システム
定義のストレージ効率化ポリシー、またはワークロードに割り当てられているストレージ効率化ポリシーは変
更できません。特定のストレージ効率化ポリシーを変更するには、ストレージ効率化ポリシーの一意のIDを指
定する必要があります。また、更新するプロパティとその値を指定する必要があります。

カテゴリ HTTP動詞 パス

storage-provider PATCH /storage-provider/storage-

efficiency-policies/{key}
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